
～栗山中学校剣道部の練習風景～
　　　町内の中学校では今年から、

　　　　剣道の授業が必修となります。

２０１２年（平成２４年）５月１日
発行／北海道栗山町議会No.131

２ 平成 24年度予算徹底検証

10 ８議員が一般質問
18 政務調査活動報告

20 委員会レポート



3月 1日～ 19日

今号の定例会はココ！
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12月 3月

6月9月

　

第
２
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
新
年
度
の
町
政
執
行
方
針
、
教
育
長
か
ら
は
教
育
行
政
執
行
方
針
が
そ
れ
ぞ
れ

表
明
さ
れ
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
、
平
成
24
年
度
各
会
計
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件

な
ど
34
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
教
育
問
題
や
定
住
対
策
、
産
業
振
興
、
ご
み
分
別
、
地

域
医
療
、
介
護
保
険
な
ど
、
２
日
間
に
わ
た
り
町
政
全
般
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

会　計　名 予　算　額 前年度予算額 前年度比 採決結果

 一　 般　 会　 計 72 億 4600 万円 73 億　700 万円 △ 0.8％ 賛成 8、反対 4

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険 18 億　591 万円 18 億 1677 万円 △ 0.6％ 賛成 11、反対 1

北海道介護福祉学校 1 億 3787 万円 1 億 3402 万円 2.9％ 全員賛成

介 　 護 　 保 　 険 13 億　450 万円 13 億　542 万円 △ 0.1％ 賛成 11、反対 1

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 8428 万円 1 億 7033 万円 8.2％ 賛成 11、反対 1

 水 道 事 業 会 計 6 億 3513 万円 6 億 1450 万円 3.4％ 全員賛成

 下 水 道 事 業 会 計 12 億 8703 万円 11 億 8990 万円 8.2％ 全員賛成

合　　計 126 億      72 万円 125 億 3794 万円 0.5％

■平成２４年度各会計予算

　

平
成
24
年
度
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
源
幸
委
員
長
）
は
３
月
13
日
か
ら
４
日

間
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
全
７
会
計
の
予
算
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
て
１
２
６
億
72
万
円

と
な
り
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
予
算
を
可
決

■平成２４年度一般会計予算

人件費
11 億 5401 万円
　(15.9％ )

物件費
（施設の光熱水費や管理費）
9 億 6025 万円 (13.3％ )

維持補修費
　1 億 8442 万円
　　(2.6％ )補助金など

15 億 2349 万円
(21.0％ )

扶助費
（児童手当や
  医療費助成など）
　7 億 6383 万円
　 (10.5％ )

公債費
（借入金の返済）
14 億 5428 万円

(20.1％ )

　　　　　投資的経費（道路や公営住宅の整備など）

7 億 4776 万円
　　(10.3％ )

出資金、貸付金など  1 億 1707 万円 (1.6％ )
特別会計への繰出金  3 億 4089 万円 (4.7％ )

歳出総額
72億4600万円

平成24年度予算徹底検証
予算総額は

  126 億 72 万円



くりやま議会だより第 131 号
平成 24 年 5 月 1日発行3

町民 ・地域 ・行政
～みんなが主役のふるさとづくり～

主な事業
　○自治区への交付金
　○自治基本条例の制定
　○政策評価
　○コンビニでの公金収納導入
　○広報等による情報発信
　○職員研修

Ａ　

職
員
個
々
の
業
務
量
把
握
の
た

め
、
職
員
が
パ
ソ
コ
ン
で
１
日
の
業

務
量
を
入
力
す
る
。
各
業
務
に
係
る

人
件
費
コ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
、
職

員
数
適
正
化
計
画
に
反
映
す
る
。

Ｑ　

町
の
公
用
車
は
、
今
後
リ
ー
ス

と
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

行
財
政
改
革
に
よ
り
公
用
車
を

減
ら
す
計
画
で
あ
る
。
職
員
の
私
用

車
を
利
用
す
る
計
画
も
あ
る
が
、
当

面
は
リ
ー
ス
に
よ
り
対
応
す
る
。

Ｑ　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
係
る
費
用
対

効
果
は
。

Ａ　

利
便
性
の
向
上
で
収
納
率
上
昇

が
期
待
で
き
る
。

Ｑ　

職
員
研
修
で
、
民
間
派
遣
を
廃

止
し
た
理
由
は
。

Ａ　

平
成
22
年
か
ら
内
閣
府
と
北
海

道
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
派
遣
し
て
い
る
。

内
閣
府
へ
の
派
遣
を
し
て
い
る
間
は

民
間
派
遣
は
見
合
わ
せ
る
。

Ｑ　

職
員
の
自
己
啓
発
研
修
は
、
本

人
の
希
望
で
受
け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

ほ
ぼ
希
望
通
り
に
実
施
し
て
い

る
。
平
成
23
年
度
は
、
自
治
基
本
条

例
先
進
地
視
察
や
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
、

大
学
講
座
な
ど
の
実
績
が
あ
る
。

Ｑ　

職
員
の
業
務
量
調
査
に
つ
い
て

具
体
的
に
。

生活 ・環境
～人と自然にやさしいふるさとづくり～

主な事業
　○ふるさと体験教育・自然環境保護
　○炭化処理施設運営
　○住宅用太陽光発電システム設置補助
　○防災用非常食・資機材備蓄
　○なかよし動物園馬小屋新築
　○公園や墓園の維持管理

Ｑ　

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
の
具
体

的
な
内
容
は
。

Ａ　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
１
kw
当

た
り
４
８
，
０
０
０
円
、
上
限
21
万

円
を
補
助
す
る
。

Ｑ　

震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

最
終
処
分
場
は
あ
と
９
千
ト
ン

で
満
杯
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
現

状
で
は
受
け
入
れ
る
状
況
に
な
い
。

Ｑ　

そ
の
他
の
ご
み
袋
（
緑
色
）
の

大
き
さ
を
小
さ
く
し
て
は
。

Ａ　

従
来
ど
お
り
の
大
き
さ
で
作
成

す
る
が
今
後
、
料
金
改
定
時
に
併
せ

て
検
討
す
る
。

Ｑ　

防
災
用
備
蓄
の
内
容
は
。

Ａ　

全
人
口
の
８
分
の
１
で
あ
る

１
７
０
０
人
を
被
害
想
定
と
考
え
、

そ
の
人
数
分
の
３
食
×
３
日
分
の
非

常
食
を
平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
で

備
蓄
す
る
計
画
で
あ
る
が
今
年
度
、

計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

Ｑ　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
民
間
と

の
災
害
協
定
の
締
結
は
。

Ａ　

建
設
協
会
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
議

会
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
な
ど
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
今
後
、
食
品
関
係

業
者
と
の
協
定
や
広
域
で
の
取
り
組

み
を
を
検
討
す
る
。

　246 万円　
　191 万円　

　61 万円　
　42 万円　
655 万円　
747 万円　

　2456 万円　
　2267 万円　

　315 万円　
　300 万円　

395 万円　
2524 万円　

質　

疑

質　

疑

太陽光発電システム

平成24年度予算徹底検証

自治基本条例を考える講演会（4/11 カルチャープラザ「Eki」）



教育 ・文化 ・ スポーツ
～人が輝くふるさとづくり～

主な事業
　○特別支援教育支援員配置
　○小中学校のネットワーク環境充実
　○栗山中学校剣道防具購入
　○介護福祉学校周辺整備
　○スポーツセンター屋上防水工事
　○少年ジェット派遣

Ｑ　

幼
児
の
ふ
る
さ
と
体
験
事
業
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ　

遊
び
を
通
し
た
体
験
学
習
と
し

て
、
川
遊
び
や
、
森
遊
び
な
ど
、
自

然
に
触
れ
る
場
を
提
供
し
た
い
。

Ｑ　

給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
放

射
能
検
査
な
ど
は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

地
場
産
品
、
道
産
品
を
多
く
使

い
た
い
。
食
材
の
安
全
確
認
は
常
に

行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

介
護
福
祉
学
校
の
１
日
体
験
入

学
に
よ
る
効
果
は
。

Ａ　

体
験
入
学
会
参
加
者
の
う
ち
、

７
割
ほ
ど
の
入
学
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ　

町
内
の
中
学
校
は
武
道
の
必
修

と
し
て
剣
道
を
取
り
入
れ
る
が
、
ク

ラ
ブ
活
動
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

Ａ　

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
影
響
は
な
い
。

Ｑ　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
シ
ー
ズ
ン

券
が
他
市
町
村
と
比
べ
て
高
い
の
で

は
な
い
か
。

Ａ　

近
隣
の
状
況
を
調
査
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

Ｑ　

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
青
少
年

育
成
会
が
組
織
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
状
況
は
。

Ａ　

65
団
体
存
在
し
て
い
る
が
、
活

動
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　1084 万円　
761 万円　

　218 万円　
　1135 万円　

1600 万円　
379 万円　

質　

疑

医療 ・保健 ・福祉
～安心して暮らせるふるさとづくり～

主な事業
　○特定健康診査等
　○栗山赤十字病院への補助
　○義務教育終了までの医療費助成
　○子育て支援体制の整備・強化
　○高齢者福祉に関する支援事業
　○障がい者福祉に関する支援事業

Ｑ　

角
田
保
育
所
閉
所
に
よ
る
栗
山

い
ち
い
保
育
園
へ
の
保
育
士
加
配
措

置
の
内
容
は
。

Ａ　

３
～
４
歳
児
に
対
し
、
１
人
の

保
育
士
を
６
カ
月
間
配
置
す
る
。

Ｑ　

29
歳
と
34
歳
の
町
民
の
が
ん
検

診
を
無
料
化
に
し
た
理
由
は
。

Ａ　

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
年
代
で
あ
り
、
受
診
率
が
低
い
配

偶
者
の
が
ん
検
診
受
診
機
会
の
拡
大

と
し
て
制
度
化
。

Ｑ　

救
急
医
療
は
行
政
の
役
割
だ
が

増
額
の
要
因
は
。

Ａ　

外
部
か
ら
の
医
師
や
看
護
師
の

確
保
に
よ
り
経
費
が
増
加
。

Ｑ　

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
を
運
営

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
３
月
末
で

撤
退
す
る
が
、
そ
の
後
の
管
理
は
。

Ａ　

４
月
以
降
も
臨
時
職
員
の
配
置

に
よ
り
利
用
可
能
で
あ
る
。

Ｑ　

社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ
の
補

助
金
増
の
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ　

在
宅
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
連
携
に

よ
り
新
た
に
電
話
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス

を
事
業
に
加
え
た
た
め
。

Ｑ　

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
事
業
減
額
の

要
因
は
。

Ａ　

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
実
績
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
る
。

　1574 万円　
　1 億 5875 万円　

　3104 万円　
　181 万円　

866 万円　
864 万円　

質　

疑

平成24年度予算徹底検証

栗山ダムパークゴルフコース
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独り暮らしのお年寄りを支える在宅サポーター



産　業
～元気で活力あるふるさとづくり～

主な事業
　○中産間地域等直接支払事業
　○道営基盤整備事業
　○農業体質強化基盤整備事業
　○商店街振興対策
　○栗の活用プロジェクト
　○移住者ネットワークの整備

Ｑ　

栗
の
活
用
事
業
の
経
過
と
、
販

売
の
目
途
は
。

Ａ　

東
山
地
区
に
７
０
０
本
の
栗
を

植
栽
し
、
２
法
人
５
軒
の
方
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、

品
質
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
昨
年
は
、
鳥
獣
被
害

に
よ
り
収
量
減
と
な
っ
た
。
販
売
ま

で
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。

Ｑ　

不
動
の
滝
の
整
備
計
画
は
。

Ａ　

崩
れ
て
い
る
箇
所
に
は
木
柵
を

設
置
し
て
い
る
が
、
整
備
す
る
と
大

工
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
少
な
い
経

費
で
よ
い
環
境
を
保
ち
た
い
。

Ｑ　

景
観
緑
肥
モ
デ
ル
事
業
の
具
体

的
な
内
容
は
。

Ａ　

地
力
増
進
と
農
村
景
観
に
配
慮

す
る
た
め
、
緑
肥
作
物
の
作
付
け
10

ア
ー
ル
当
た
り
２
万
円
を
助
成
。

Ｑ　

昨
年
整
備
し
た
エ
ゾ
シ
カ
防
護

柵
が
、
今
年
の
大
雪
に
よ
り
被
害
を

受
け
て
い
る
が
、
補
修
な
ど
の
助
成

は
。

Ａ　

雪
解
け
後
、現
状
を
調
査
の
上
、

補
修
に
対
す
る
費
用
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
た
い
。

都市基盤
～快適でやすらぐふるさとづくり～

主な事業
　○湯地地区（土捨て場）環境整備
　○道路改良・歩道整備事業
　○ロータリー除雪車更新
　○町営バス事業・町営バス購入
　○公営住宅の整備
　○人にやさしい住宅助成事業

Ａ　

事
前
の
説
明
は
し
て
い
な
い
が

現
状
の
ま
ま
放
置
す
る
よ
り
は
ず
っ

と
環
境
が
良
く
な
る
。
早
急
に
地
域

住
民
へ
の
説
明
を
行
う
。

Ｑ　

松
栄
団
地
の
建
設
は
平
成
23
年

度
よ
り
１
階
建
て
と
し
た
た
め
当
初

計
画
戸
数
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
予
定
の
入
居
が
可
能
な
の
か
。

Ａ　

公
営
住
宅
全
体
の
整
備
計
画
の

見
直
し
を
進
め
、
整
備
し
て
い
る
。

Ｑ　

老
朽
住
宅
解
体
の
補
助
に
つ
い

て
、
空
き
家
所
有
者
へ
の
周
知
は
。

Ａ　

町
外
在
住
者
に
は
直
接
お
知
ら

せ
し
て
、
老
朽
住
宅
の
解
体
を
促
進

し
た
い
。

Ｑ　

町
営
バ
ス
を
大
型
バ
ス
か
ら
ワ

ゴ
ン
車
に
替
え
る
の
か
。

Ａ　

滝
下
線
を
ワ
ゴ
ン
車
に
替
え
、

き
め
細
や
か
に
運
行
す
る
。
電
源
立

地
補
助
金
を
受
け
購
入
す
る
。

Ｑ　

湯
地
地
区
環
境
整
備
で
造
成
す

る
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
運
営
方
法
は
。

Ａ　

利
用
は
無
料
開
放
と
す
る
。
管

理
は
無
人
と
す
る
が
、
犬
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
看
板
等
に
よ
り
周
知
し
、

職
員
が
こ
ま
め
に
確
認
す
る
。

Ｑ　

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
に
つ
い
て

地
域
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得

ら
れ
て
い
る
の
か
。

　1 億 6192 万円　
　5604 万円　

　2 億 9856 万円　
　571 万円　

300 万円　
248 万円　

　3300 万円　
　1 億 1848 万円　

　5080 万円　
　5154 万円　

2 億 8408 万円　
700 万円　

質　

疑

質　

疑

平成24年度予算徹底検証

エコビレッジ湯地の丘
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昨年設置されたエゾシカ防護柵



平成24年度予算徹底検証
～ 一般会計予算に対する討論 ～ 

　
業
務
量
調
査
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
に
頼
ら
ず
に
業
務

量
を
把
握
す
る
の
が
管
理
職

の
仕
事
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム

入
力
に
か
か
る
手
間
が
無
駄

で
あ
り
、
こ
れ
が
適
正
配
置

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
る
か
疑

問
で
あ
り
反
対
。

　

湯
地
地
区
環
境
整
備
工
事

に
か
か
わ
り
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
整
備
に
つ
い
て
、
住
民
と

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
な
ど
に
よ
る
町

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
多
く
の
問
題
が

あ
り
、
住
民
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
反
対
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
関
わ
る
す
べ
て
の
議

案
に
反
対
す
る
。

くりやま議会だより第 131 号
平成 24 年 5 月 1日発行 6

　
　
重
山
議
員

　
　
３
点
の
こ
と
に
納
得
が
い
か
な
い

反対

　
　
友
成
議
員

　
　
ひ
と
つ
の
施
策
だ
け
で
な
く
住
民
全
体
の
立
場
で

賛成

　
湯
地
地
区
環
境
整
備
工
事

に
つ
い
て
、
昨
年
の
予
算
委

員
会
で
土
捨
て
場
の
環
境
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
最

小
限
の
工
事
で
慎
重
に
と
い

う
重
い
意
見
を
付
し
た
。
平

成
23
年
度
は
１
３
０
０
万
円

が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
土
捨

　

町
長
は
執
行
方
針
で
、
町

民
と
の
対
話
を
大
切
に
す
る

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
湯

地
地
区
環
境
整
備
工
事
に
あ

た
り
住
民
、
議
員
、
職
員
と

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
不
足
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
地

　

予
算
は
、
直
接
住
民
の
生

活
を
左
右
す
る
も
の
で
、
ひ

と
つ
の
施
策
だ
け
に
重
点
を

置
く
こ
と
な
く
、
住
民
全
体

の
立
場
に
立
っ
た
公
平
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

町
長
を
中
心
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
前
進
と
改
革
の
た

め
、
社
会
経
済
の
情
勢
、
財

政
事
情
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
徹
底
的
に
討
議
を
し
た
英

知
の
結
集
で
あ
る
と
強
く
認

識
し
て
い
る
。
町
長
が
提
案

し
た
予
算
が
極
端
に
異
常
な

も
の
で
な
い
限
り
、
否
決
は

避
け
て
、
修
正
等
を
講
じ
る

よ
う
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。

私
は
、
平
成
24
年
度
の
予
算

の
中
、
一
部
留
保
的
事
業
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実

で
あ
る
が
、
総
体
的
に
賛
成

す
る
。

て
場
の
状
況
等
に
よ
り
未
執

行
と
な
り
、
平
成
24
年
度
に

３
３
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。
環
境
保
全
の
面
で
は
問

題
は
な
い
が
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
整
備
は
民
間
で
す
べ
き
こ

と
で
あ
り
町
が
整
備
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
。

域
住
民
に
対
し
て
丁
寧
に
情

報
提
供
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

も
う
少
し
住
民
、
議
員
、
職

員
と
議
論
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
。
も
う
一
度
時
間
を
か

け
て
議
論
す
べ
き
で
あ
り
反

対
す
る
。

　
　
置
田
議
員

　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
町
が
整
備
す
べ
き
で
は
な
い

反対　
　
山
本
議
員

　
　
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
不
足

反対

湯地地区環境整備工事のイメージ図と概要

エコビレッジ湯地の丘

・基盤整備
・芝生植生
・樹木植栽
・園路整備

・駐車場整備（20 台）
・四阿（あずまや）
・ドッグラン　など

総額　3,300 万円
可決採決の結果…可決

（賛成８人、反対４人）

N



3月 1日～ 19日
第２回定例会

・除雪費の追加
・農業体質強化基盤整備促進事業
　（平成 24 年度に繰越明許されます）

・湯地地区環境整備工事費減額（全額）
・用地購入費追加（湯地地区）

補正予算の主な内容

補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
、
大
雪
に

よ
る
除
雪
費
の
追
加
や
地

域
農
業
の
体
質
強
化
の
た
め

１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

の
基
盤
整
備
事
業
費
な
ど
、

質

疑

6069 万 7 千円
2 億 9856 万円

▲ 1300 万円
290 万 1 千円

会　計　名 補正予算額 補正後の総額
一　般　会　計 2 億 3503 万 7 千円 77 億 4466 万円
国 民 健 康 保 険 ▲ 483 万 3 千円 18 億 3101 万 1 千円
下 水 道 事 業 ▲ 234 万円 10 億 4805 万円
農業集落排水事業 ▲ 234 万 4 千円 1 億 5326 万円
介 護 福 祉 学 校 92 万 6 千円 1 億 4483 万円
介　護　保　険 ▲ 2094 万 2 千円 13 億 1767 万 4 千円
後期高齢者医療 346 万 6 千円 1 億 7466 万 1 千円

水道事業（収益的収入） 1122 万 9 千円 4 億 3066 万 8 千円

￥

楢
﨑
議
員　

ご
み
の
最
終
処

分
場
の
調
査
結
果
は
。

環
境
生
活
課
長　

平
成
４
年

度
か
ら
利
用
し
て
い
た
旧
処

分
場
の
容
量
が
守
ら
れ
て
い

る
か
の
調
査
で
あ
り
、
結
果

は
問
題
な
し
。

楢
﨑
議
員　

炭
化
施
設
か
ら

発
生
し
た
炭
の
活
用
は
。

環
境
生
活
課
長　

地
元
の
方

を
中
心
に
融
雪
剤
と
し
て
試

験
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

そ
の
後
、
一
般
の
方
に
も
融

雪
剤
や
土
壌
改
良
剤
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
く
予
定
。

楢
﨑
議
員　

排
雪
作
業
を
行

う
基
準
は
。

建
設
水
道
課
長　

明
確
な
基

準
は
な
い
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
現
場
を
確
認
し
て
実

施
し
て
い
る
。
目
安
と
し
て

は
、
降
雪
量
の
合
計
で
２
・

５
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。

置
田
議
員　

湯
地
地
区
環
境

整
備
工
事
に
つ
い
て
、
な
ぜ

未
執
行
に
な
っ
た
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

旧
土
捨
て

場
の
湯
地
地
区
環
境
整
備
と

し
て
張
芝
や
園
路
整
備
、
植

樹
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
た

総
額
２
億
３
５
０
３
万
７
千

円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
に
２
億
３
５
０
３
万
７
千
円
を
追
加

が
、
も
っ
と
有
効
な
活
用
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
う
ち

土
地
の
傾
斜
や
土
壌
の
問
題

な
ど
に
よ
り
、
平
成
23
年
度

は
工
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

置
田
議
員　

旧
土
捨
て
場
の

隣
接
地
を
、
な
ぜ
購
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

湯
地
地
区

環
境
整
備
実
施
に
あ
た
り
、

現
地
が
急
傾
斜
の
た
め
、
全

体
的
に
緩
や
か
に
す
べ
く
隣

接
地
を
購
入
し
、
そ
れ
に
よ

り
一
体
と
な
っ
た
活
用
が
考

え
ら
れ
る
。

重
山
議
員　

栗
山
い
ち
い
保

育
園
の
入
園
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

１
２
０

人
の
定
員
に
対
し
１
３
５
人

の
入
所
で
あ
る
。

重
山
議
員　

栗
山
小
学
校
の

水
道
水
の
赤
水
流
出
の
件
に

つ
い
て
の
経
緯
は
。

教
育
次
長　

冬
休
み
中
に
水

道
よ
り
赤
水
が
流
出
し
た
。

給
水
管
の
経
年
劣
化
に
よ
る

も
の
と
の
診
断
で
あ
る
。
現

在
は
浄
水
器
を
取
り
付
け
て

対
応
し
て
い
る
。
保
護
者
に

は
お
便
り
で
周
知
し
、
水
筒

持
参
も
認
め
て
い
る
。
工
事

に
は
期
間
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
夏
休
み
時
期
を
考
え
て

い
る
。

大雪により休みなしの除排雪作業

年度内に支出が終わらない見込みのある
事業は、議会の議決を得て翌年度に繰り
越して使用できます。

解説

繰越明許
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町
営
バ
ス
の

   

運
行
形
態
を
見
直
し

　

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら

滝
下
線
、
日
出
線
の
２
路
線

を
デ
マ
ン
ト（
予
約
お
迎
え
）

方
式
と
し
、
継
立
線
な
ど
４

路
線
に
つ
い
て
も
運
行
形
態

を
見
直
し
ま
す
。

   

職
員
手
当
の
削
減
を

   

一
年
間
延
長

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
職
員
の
住
居
手
当
、

管
理
職
手
当
、
通
勤
手
当
の

削
減
期
間
を
１
年
間
延
長
し

ま
す
。

   

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
に

   

冷
房
完
備

　

２
階
研
修
室
Ａ
に
冷
房
を

完
備
し
た
た
め
、
新
た
に
冷

房
料
金
を
徴
収
し
ま
す
。

   

角
田
地
区
児
童
ク
ラ
ブ

   

を
角
田
小
学
校
に
移
設

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、
ど

ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ
を
角
田

小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。      

条
　
例

   

た
ば
こ
税
を

   

６
４
４
円
引
き
上
げ

　

震
災
復
興
財
源
確
保
の
た

め
、
た
ば
こ
税
を
平
成
25
年

４
月
か
ら
１
０
０
０
本
に
つ

き
６
４
４
円
引
き
上
げ
、
町

民
税
を
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
35
年
度
ま
で
５
０
０
円
引

き
上
げ
、
退
職
所
得
に
対
す

る
10
％
の
税
額
控
除
を
廃
止

し
ま
す
。

重
山
議
員　

改
正
に
伴
う
影

響
額
は
。

税
務
課
長　

た
ば
こ
税
の

影
響
額
は
１
４
０
０
万
円
、

住
民
税
均
等
割
の
増
額
は
、

５
８
０
０
人
で
３
０
０
万
円
。

重
山
議
員　

た
ば
こ
税
の
増

税
は
町
民
負
担
を
伴
う
。
退

職
所
得
に
か
か
る
10
％
の
税

額
控
除
の
廃
止
は
影
響
が
大

き
い
。
住
民
税
均
等
割
の
増

税
も
許
せ
な
い
た
め
反
対
す

る
。

　

な
し 質

疑

くりやま議会だより第 131 号
平成 24 年 5 月 1日発行 8
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平
成
24
年
４
月
よ
り

   

介
護
保
険
料
が
改
定

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
高
齢
者
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
介

護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

▽
介
護
保
険
料
基
準
額

　
　
　

月
額
４
０
８
１
円

　
　
　
　
　
　

↓

　
　
　

月
額
４
８
７
９
円

重
山
議
員　

介
護
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
本
町
の

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険

者
の
う
ち
、
約
６
割
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
。
年

金
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
介
護

保
険
料
は
引
き
上
げ
、
さ
ら

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

も
引
き
上
げ
と
な
る
と
、
高

齢
者
の
生
活
実
態
か
ら
み
て

支
払
え
る
よ
う
な
状
況
に
な

い
た
め
反
対
す
る
。

　

な
し

 

《
討
論
》
＝
反
対
＝

 

《
討
論
》
＝
反
対
＝

 

《
討
論
》
＝
賛
成
＝

 
《
討
論
》
＝
賛
成
＝

議案が採決される前に、議員が賛成または反対の立場
にたって意見を表明すること。討論の目的は、単に自
分の賛否の意見を明らかにするだけでなくまだ賛否を
決定していない議員および意見の異なる議員を自分の
意見に賛同させることにあります。

解説

討論

議　件　名
採
決
結
果

八
木
橋
義
則

友
成
克
司

大
井
賢
治

三
田
源
幸

小
寺   

　
進

大
西
勝
博

大
平
逸
男

山
本
修
司

藤
本
光
行

楢
﨑
忠
彦

置
田
武
司

重
山
雅
世

鵜
川
和
彦

平成 24 年度一般会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ―
平成 24 年度国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―
平成 24 年度介護保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―
平成 24 年度後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―
栗山町税条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―
栗山町介護保険条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―
第５期栗山町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

可：可決　○：賛成　×：反対　※掲載されていない議案についてはすべて全員賛成

栗山町議会は、議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の
提供に努めるため、議案などに対する各議員の態度を公表しています。賛否の公表



■
改
正
が
行
わ
れ
た
条
例

 

・
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費  

    

の
助
成
に
関
す
る
条
例

 

・
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ

    

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

    
助
成
に
関
す
る
条
例

 
・
栗
山
町
介
護
予
防
・
生
活

    

支
援
事
業
条
例

 

・
栗
山
町
公
営
住
宅
条
例

 

・
栗
山
町
課
設
置
条
例

人
事
案
件

　
平
成
24
年
３
月
31
日
で
新

井
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
同
氏
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

栗山町朝日３
　  新井房澄  氏

   

固
定
資
産
評
価
審
査

   

委
員
に
新
井
氏
再
任

くりやま議会だより第 131 号
平成 24 年 5 月 1日発行9

■
廃
止
さ
れ
た
条
例

 

・
栗
山
町
農
業
振
興
基
金
条

    

例

 

・
栗
山
町
農
業
情
報
シ
ス
テ

    

ム
条
例

■
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

　

組
合
規
約
の
変
更

■
第
５
期
高
齢
者
保
健
福
祉

　

計
画･

介
護
保
険
事
業
計
画

■
財
産
の
無
償
譲
渡

　

社
会
福
祉
法
人
栗
山
ゆ
り

の
会
（
橘
一
也
理
事
長
）
に

貸
し
付
け
し
て
い
る
２
つ
の

そ
の
他

▼
医
療
計
画
、
２
次
医
療
圏

　

の
基
準
見
直
し
に
関
す
る

　

意
見
書

　

以
上
の
意
見
書
を
、
関
係

省
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書

議決事項
■平成 23 年度栗山町一般会計補正予算
　・除雪費などの追加

■平成 23 年度栗山町介護保険特別会計補正予算
　・居宅介護福祉用具購入費の追加

　　　　　　　　　　　　　※いずれも全員賛成　
　

会計名 補正予算額 補正後の総額

一般会計 1841万 8 千円 75 億    962 万 3 千円

介護保険 40 万千円 13 億 3861万 6 千円

１月2４日
第１回臨時会

【行政報告】

栗山公園なかよし動物園の火災 
　平成 23 年 12 月 27 日、栗山公園なかよし動
物園内にある馬小屋から出火し、木造平屋建て
43.47㎡が全焼しました。この火災によりヤギ１頭
が焼死し、馬小屋内部に保管していた敷きわらや
飼料用牧草約４トンが焼失等により使用不可能と
なりました。出火原因は、電気配線のショートに
よるものです。
　今後このような事故が起きないよう細心の注意
を払い、管理徹底するよう指導してまいります。 

～質　疑～
重山議員　焼死した動物の補充と、指定管理者に

対する管理責任は？

建設水道課長　ヤギの補充は考えていません。ま
た、現場検証の見解では長年にわたるコードの配
線が何らかの原因でショートしたということであ
り、指定管理者には責任はないと考えています。

町議会を傍聴した継立小学校６年生（3/8）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
無
償
譲

渡
す
る
。

■
町
道
の
認
定

　

共
和
中
里
線
な
ど
５
路
線

■
町
道
の
廃
止

　

雨
煙
別
本
線
な
ど
３
路
線

■
平
成
24
年
度
栗
山
町
土
地

　

開
発
公
社
予
算
の
報
告

■
平
成
24
年
度
一
般
財
団
法

　

人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社

　

事
業
計
画
の
報
告

■
第
３
次
栗
山
町
障
が
い
者

　

福
祉
計
画
・
障
が
い
福
祉

　

計
画



学
校
統
合

 継立中学校統合の目途は
平成 26 年 4月の統合を目指す

議
　
員　

現
在
、
少
子
化
問

題
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
教
育
委
員
会
が
先
に

打
ち
出
し
た
指
針
で
は
、
栗

山
中
学
校
と
継
立
中
学
校
を

統
合
す
る
と
明
記
さ
れ
、
教

育
行
政
執
行
方
針
で
は
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
結
論
を

見
出
す
と
し
て
い
る
。

　

子
供
の
教
育
を
考
え
る
時
、

統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
勉
学

だ
け
で
は
な
く
活
発
な
ク
ラ

ブ
活
動
が
で
き
、
よ
り
多
く

の
仲
間
づ
く
り
と
個
性
を
伸

ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま

た
同
級
生
が
た
く
さ
ん
い
る

と
情
報
源
も
多
く
、
自
己
の

視
野
も
広
が
る
。
し
か
し
、

反
対
す
る
人
々
の
意
見
も
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
少
し
で
も

解
決
し
、
理
解
を
得
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

①
こ
の
先
、
何
年
頃
を
目
途

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

で
中
学
校
統
合
を
図
っ
て
い

く
の
か
。

②
統
合
に
な
っ
た
場
合
、
遠

方
か
ら
の
生
徒
の
ス
ク
ー
ル

教
育
長　

①
統
合
問
題
を
提

起
し
た
理
由
の
一
つ
目
は
、

「
子
ど
も
の
全
面
的
な
発
達

を
促
す
に
足
る
最
適
な
教
育

環
境
の
保
障
」の
た
め
で
す
。

児
童
・
生
徒
の
心
身
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
、
教
育
を
受

け
る
機
会
の
均
等
や
公
平
性

を
図
り
、
身
体
的
に
も
精
神

バ
ス
通
学
に
対
す
る
考
え
と

長
時
間
と
な
る
距
離
の
配
慮

や
対
策
に
つ
い
て
。

③
統
合
に
な
っ
た
場
合
、
継

立
中
学
校
跡
地
の
再
利
用
も

含
め
、
南
部
地
域
の
振
興
策

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
構

想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載
せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局へ
お問い合わせください。

質問は要約されています

栗山中学校との統合が検討されている継立中学校

的
に
も
人
生
で
最
も
劇
的
な

成
長
を
遂
げ
る
中
学
生
世
代

に
少
し
ず
つ
大
き
な
集
団
を

教
育
環
境
と
し
て
用
意
す
る

こ
と
が
教
育
の
原
則
で
す
。

二
つ
目
は
、
今
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
の
急
激
な
社
会
変
化

の
た
め
で
す
。
人
と
人
と
の

繋
が
り
や
関
わ
り
を
通
じ
、

次
代
を
担
う
人
と
し
て
の
資

質
を
高
め
て
欲
し
い
と
願
っ

て
の
こ
と
で
す
。

　

統
合
の
目
途
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
へ
の
説

明
会
で
は
「
最
速
で
平
成
25

年
度
」
と
伝
え
て
い
ま
し
た

が
、
慎
重
で
丁
寧
な
検
討
を

考
慮
し
ま
す
と
、
平
成
26
年

４
月
の
統
合
が
妥
当
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す

る
生
徒
に
と
っ
て
、
可
能
な

限
り
負
担
の
少
な
い
運
行
体

制
を
組
む
こ
と
に
配
慮
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
議
に

よ
り
、
最
善
の
結
論
を
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
　
長　

③
継
立
中
学
校
跡

地
の
再
利
用
を
含
め
た
南
部

地
域
の
振
興
策
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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教育長



定
住
対
策

民間事業者とともに充実を目指す
  人口増対策として介護福祉の充実を

議
　
員　

栗
山
町
の
人
口
は

昭
和
38
年
の
ピ
ー
ク
時
よ
り

右
肩
下
が
り
で
、
現
在
は
約

半
分
の
１
３
，
２
４
６
人
と

な
り
、
増
え
て
い
く
環
境
が

見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
人
口
を
増
や
し
、
今

以
上
に
活
発
な
栗
山
町
に
な

る
よ
う
な
取
り
組
み
と
し
て

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
平
成
25
年
に
は
介
護
事
業

所
が
施
設
を
新
し
く
建
て
る

三田源幸 議員

計
画
が
あ
り
、
施
設
が
増
え

れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、

雇
用
の
場
が
増
加
す
る
こ
と

で
、
介
護
福
祉
学
校
の
卒
業

生
な
ど
の
雇
用
機
会
の
拡
大

も
期
待
さ
れ
る
。
介
護
福
祉

の
充
実
は
人
口
増
の
要
因
と

考
え
、
今
以
上
の
拡
大
を
促

進
し
て
は
ど
う
か
。

②
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格

は
入
居
者
の
収
入
区
分
に
よ

り
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る

護
福
祉
の
事
業
の
充
実
や
展

開
を
検
討
し
ま
す
。

②
公
営
住
宅
は
入
居
希
望
者

も
多
く
、
な
か
な
か
入
居
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
の
中
古
住
宅
に

は
、
町
内
不
動
産
仲
介
業
者

に
お
い
て
、
空
き
家
の
情
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く

紹
介
す
る
な
ど
、
町
外
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
積

極
的
な
対
応
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
官
民
の
役
割
の
中
で
十

分
機
能
を
果
た
し
て
い
る
も

か
、
あ
る
い
は
職
場
が
町
内

に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

営
住
宅
の
家
賃
は
安
価
で
あ

る
こ
と
か
ら
希
望
者
が
多
く

な
か
な
か
入
居
で
き
な
い

方
も
い
る
。
昨
年
、
鹿
児
島

県
垂
水
市
へ
の
政
務
調
査
で

は
、
平
成
17
年
に
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
制
度
を
創
設
し
、

賃
貸
、
売
買
の
情
報
を
登
録

し
、
住
宅
を
希
望
す
る
方
に

は
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
６

年
間
で
47
世
帯
１
１
８
人
が

定
住
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
町
で
も
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

町
　
長　

①
地
域
包
括
ケ
ア

の
考
え
方
を
念
頭
に
置
き
、

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
第

５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
事
業
を

展
開
す
る
う
え
で
現
場
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
把
握

し
て
い
る
民
間
事
業
者
が
主

体
と
な
っ
て
施
設
の
整
備
や

サ
ー
ビ
ス
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
計
画
期
間
中
に
、

各
法
人
や
事
業
所
と
の
情
報

交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
介
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の
と
考
え
ま
す
の
で
、「
空

き
家
バ
ン
ク
」
の
創
設
に
つ

い
て
は
、
検
討
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

人
口
減
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
我
が
ふ
る
さ
と
栗

山
が
持
つ
３
つ
の
力
「
栗
山

力
」、「
共
生
力
」、「
町
民
力
」

に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
少

し
で
も
人
口
増
に
つ
な
が
る

施
策
を
展
開
し
、
栗
山
の
個

性
と
地
域
性
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H23H20H15H10H5S63S58S53S48S43S38

24,572

13,326

( 人 )

（各年 10月 11日現在）

( 年 )

栗山町の人口の推移

鹿児島県垂水市 空き家バンク制度
　空き家の有効活用によって、

垂水市民と都市住民の交流拡大

および定住促進による地域の活

性化を図るため、平成 17 年に

「空き家バンク制度」を創設。

 町長



職
員
改
革

 職員の活力を生かす方策は
研修により意識改革と能力の向上

議
　
員　

町
政
執
行
方
針
で

は
、
惰
性
的
一
行
政
か
ら
脱

し
、
住
民
の
参
加
を
軸
と
し

て
行
政
効
果
を
高
め
る
方
策

を
掲
げ
、
く
り
や
ま
自
治
基

本
条
例
が
ま
も
な
く
住
民
に

開
示
さ
れ
る
。

　

第
５
次
総
合
計
画
を
策
定

し
、
多
く
の
住
民
参
加
を
求

め
て
き
た
方
策
を
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
新
時
代
を
迎
え
、
職
員
の

活
力
を
い
か
に
活
性
化
す
る

か
、
改
め
て
職
員
に
対
す
る

方
向
と
願
望
は
。

友成克司 議員

町
　
長　

こ
れ

ま
で
多
く
の
町

民
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
す
る

仕
組
み
と
し
て

「
自
治
区
構
想
」

や
「
ま
ち
づ
く

り
１
０
０
人
委

員
会
」、「
外
部

評
価
制
度
」
な

ど
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ら
協

働
の
実
践
を
、

一
つ
の
形
と
し

て
ル
ー
ル
化
す

る
「
自
治
基
本
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教育施策

個
別
の
指
導
に
よ
り
成
果
は
大

 

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
成
果
は

議
　
員　

時
代
背
景
を
考
慮

し
、
充
実
さ
せ
た
い
教
育
委

員
会
の
実
践
的
施
策
に
つ
い

て
、

①
あ
た
た
か
い
指
導
を
充
実

さ
せ
る
た
め
配
置
し
て
い
る

「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」

に
つ
い
て
の
成
果
は
。

②
広
域
に
よ
る
「
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
」
の
在
り
方
の
検

討
と
、
今
後
の
進
め
方
と
方

向
付
け
は
。

③
教
職
員
の
児
童
生
徒
に
向

き
合
う
時
間
が
少
し
で
も
増

え
る
こ
と
を
願
い
導
入
す
る

「
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の

内
容
と
活
用
方
法
は
。

教
育
長　

①
特
別
支
援
教
育

支
援
員
は
町
内
に
計
８
人
を

配
置
し
、
各
教
科
等
の
個
別

の
指
導
に
よ
り
学
習
面
の
充

実
は
勿
論
、
子
ど
も
と
の
心

の
交
流
が
深
ま
る
な
ど
、
成

果
は
誠
に
大
で
あ
り
ま
す
。

②
本
町
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
新
設
か
ら
21
年
を
経

過
し
、
年
々
厳
密
化
す
る
衛

生
管
理
基
準
に
照
ら
し
て
配

慮
を
要
す
る
施
設
上
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
由

仁
町
と
広
域
連
携
で
「
学
校

給
食
部
会
」
を
設
置
し
、
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

 町長

教
育
長

③
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、

学
校
運
営
や
児
童
生
徒
に
関

す
る
様
々
な
情
報
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
教
職
員
間
で
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
事
務
的
業

務
時
間
の
短
縮
や
、
全
員
で

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

る
と
い
う
意
識
が
高
ま
る
な

ど
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
指

導
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

角田小学校で指導に当たる特別支援教育支援員

条
例
」
の
制
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
「
自
治
基
本
条

例
」
を
基
本
と
し
真
の
協
働

社
会
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

第
５
次
総
合
計
画
の
も
と
限

ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
度
に
は
職
員

の
業
務
量
調
査
を
本
格
実
施

し
、
適
正
な
職
員
配
置
を
進

め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
研

修
に
取
り
組
む
な
ど
職
員
の

意
識
改
革
と
能
力
向
上
を
図

り
ま
す
。

自治大学校での研修



産
業
振
興

６次産業化への支援と情報提供する

  農工商連携で６次産業の取り組みを

議
　
員　

地
域
産
業
の
持
続

的
発
展
を
目
指
し
て
い
く
上

で
、
栗
山
町
に
お
け
る
地
域

産
業
の
衰
退
が
一
番
の
心
配

で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
よ

っ
て
、
農
村
地
域
へ
の
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る

中
、
本
町
の
産
業
が
自
立
で

き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
オ
ー
ル
栗
山
が
一

丸
と
な
る
た
め
に
は
、
農
工

商
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
を
行
政
が
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
希
望
し
て

い
る
。

　

足
腰
の
強
い
農
業
を
目
指

す
た
め
６
次
産
業
化
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
が
、
農
業

者
、
製
造
業
者
、
商
業
者
が

ノ
ウ
ハ
ウ
を
出
し
合
っ
て
栗

山
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ

と
が
地
域
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

町
　
長　

食
と
農
林
漁
業
の

再
生
推
進
本
部
で
決
定
さ
れ

た
「
我
が
国
の
食
と
農
林
漁

業
の
再
生
の
た
め
の
基
本
方

針
・
行
動
計
画
」
に
お
い
て
、

６
次
産
業
化
法
等
の
認
定
を

受
け
た
農
林
漁
業
者
等
が
、

大西勝博 議員

農
林
水
産
物
の
高
付
加
価
値

化
等
を
図
る
た
め
に
必
要
な

機
械
・
施
設
の
整
備
を
新
た

に
直
接
支
援
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し

て
「
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
に
向
け
計
画
づ
く
り
、
新

商
品
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど

の
取
り
組
み
」、「
６
次
産
業

化
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者

等
へ
の
技
術
研
修
、
関
連
業

種
と
の
交
流
会
へ
の
直
接
支

援
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
は
２
０
０
を
超
え

る
農
産
品
目
が
あ
り
、
加
工

を
は
じ
め
６
次
産
業
化
へ
の

可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

６
次
産
業
化
へ
の
支
援
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報

等
は
そ
の
都
度
提
供
し
ま
す
。

空き家となっている湯地の教員住宅
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 町長

移住対策

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
有
効
活
用
を
図
る

 

空
き
家
の
有
効
活
用
を

町
長

議
　
員　

本
町
の
人
口
減
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
方

策
と
し
て
、
移
住
者
定
住
者

新
規
就
農
者
等
の
住
宅
問
題

が
あ
る
。
本
町
に
住
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、町
職
員
住
宅
、

教
員
住
宅
等
の
空
き
家
の
活

用
を
早
急
に
対
応
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
　
長　

町
職
員
住
宅
や
教

職
員
住
宅
で
空
き
家
状
態
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
今
後

の
入
居
状
況
等
を
見
極
め
な

が
ら
そ
の
用
途
を
廃
止
し
、

利
活
用
が
可
能
な
住
宅
は

「
町
営
住
宅
」や「
普
通
財
産
」

と
し
て
、
平
成
18
年
か
ら
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
公
営
住
宅

の
よ
う
な
町
内
居
住
要
件
は

な
く
、
町
外
か
ら
希
望
さ
れ

る
方
も
入
居
可
能
で
あ
り
、

「
普
通
財
産
」
と
し
た
住
宅

も
新
規
就
農
者
等
へ
貸
与
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
築
年
数
が
相

当
経
過
し
て
い
る
住
宅
は
入

居
前
に
大
規
模
な
修
繕
等
が

必
要
で
あ
り
、
費
用
対
効
果

を
十
分
に
勘
案
し
な
が
ら
有

効
活
用
を
図
り
ま
す
。

町内で加工されているトマトジュース



ご
み
分
別

 ごみ分別のきめ細かな対応は
関心がない方への周知徹底に取り組む

議
　
員　

平
成
20
年
度
の
ご

み
の
排
出
量
は
平
成
15
年
度

に
比
較
し
27
％
減
、
資
源
化

率
も
平
成
15
年
度
18
・
５
％

か
ら
平
成
20
年
度
68
・
３
％

と
大
幅
に
伸
び
た
。さ
ら
に
、

埋
立
処
分
す
る
ご
み
の
う
ち

可
燃
物
が
９
割
以
上
を
占
め

る
と
想
定
さ
れ
、
平
成
23
年

度
に
「
炭
化
処
理
施
設
」
が

導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
現
状

で
は
従
来
の「
そ
の
他
ご
み
」

の
う
ち「
炭
に
で
き
る
ご
み
」

の
割
合
は
43
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
当
初
の
計
画
と
異

な
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ
た

原
因
と
、
今
後
に
向
け
た
具

体
的
な
対
応
は
。

議
　
員　

一
昨
年
、
栗
山
赤

十
字
病
院
が
平
成
22
年
４
月

以
降
、
夜
間
と
救
急
外
来
診

療
を
原
則
と
り
や
め
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
町
の

素
早
い
対
応
に
よ
り
存
続
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
町
で
は
地
域
医
療
・
保

健
対
策
室
を
設
置
し
、
地
域

医
療
を
支
え
る
方
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。

　

救
急
医
療
体
制
の
維
持
存

続
は
も
と
よ
り
、
地
域
医
療

連
携
の
取
り
組
み
な
く
し
て

医
療
体
制
の
充
実
は
図
れ
な

い
。
医
療
の
確
保
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
将
来
展

望
は
。

町
　
長　

栗
山
赤
十
字
病
院

に
は
引
き
続
き
外
来
と
入
院

を
診
療
体
制
の
基
本
機
能
と

し
、
一
般
急
性
期
医
療
か
ら

慢
性
期
医
療
ま
で
の
地
域
に

密
着
し
た
領
域
を
担
っ
て
い

た
だ
き
、
救
急
医
療
の
維
持

楢﨑忠彦 議員

町
　
長　

ご
み

の
減
量
化
、
資

源
化
に
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

　

炭
化
処
理
の

円
滑
な
実
施
に

向
け
て
、
町
広

報
へ
の
掲
載
や

説
明
会
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
中
に

に
つ
い
て
は
、
町
内
の
医
療

機
関
に
も
協
力
を
求
め
な
が

ら
町
内
で
完
結
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
栗
山
赤
十
字
病
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 町長

地域医療

日
赤
病
院
と
開
業
医
の
協
調
で
進
め
る

 

地
域
医
療
確
保
に
向
け
て
の
展
望
は

院
と
開
業
医
と
の
協
調
体
制

を
核
と
し
て
進
め
、
広
域
医

療
連
携
に
つ
い
て
は
「
南
空

知
地
域
自
治
体
病
院
等
広
域

化
・
連
携
検
討
会
議
」
の
枠

組
み
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

町
長

朝日会館でのごみ分別説明会

救急医療を担う栗山赤十字病院

は
「
炭
に
で
き
る
ご
み
」
イ

コ
ー
ル
「
燃
え
る
ご
み
」
と

勘
違
い
さ
れ
、
資
源
に
な
る

「
雑
紙
」
ま
で
「
炭
に
で
き

る
ご
み
」
に
混
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
分
別
が
分
か

ら
な
い
ご
み
は
「
炭
に
で
き

な
い
ご
み
」
の
袋
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
広
報
に
よ
る

周
知
、
地
域
へ
の
出
前
説
明

会
、
ご
み
処
理
施
設
の
見
学

会
な
ど
を
計
画
し
、
ご
み
の

分
別
に
興
味
・
関
心
が
な
い

方
へ
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て

も
可
能
な
限
り
き
め
細
か
に

取
り
組
み
ま
す
。



防
災
対
策

防災計画を大幅に見直す
  災害時における避難所対策の充実を

議
　
員　

災
害
要
援
護
者
を

受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所
の

確
保
に
つ
い
て
、

①
福
祉
避
難
所
へ
の
収
容
計

画
の
策
定
は
。

②
支
援
員
の
確
保
は
。

③
モ
デ
ル
事
業
の
積
極
的
展

開
等
、
施
設
・
事
業
所
の
連

絡
会
議
に
お
い
て
、
実
際
に

要
援
護
者
を
何
人
収
容
で
き

る
か
検
討
を
。

④
実
地
訓
練
を
含
む
「
避
難

所
開
設
・
運
営
講
座
」
を
実

施
し
て
は
。

八木橋義則 議員

　

女
性
の
視
点
を
反
映
し
た

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
、

①
一
人
暮
ら
し
の
女
性
や
高

齢
者
な
ど
の
状
況
に
応
じ
た

間
仕
切
り
な
ど
の
配
慮
を
。

②
ト
イ
レ
の
設
置
に
あ
た
っ

て
、
女
性
や
子
ど
も
の
安
全

安
心
に
配
慮
し
た
場
所
や
通

路
の
確
保
は
。

③
男
女
別
の
更
衣
ス
ペ
ー
ス

お
よ
び
女
性
用
洗
濯
物
の
干

場
の
確
保
は
。

る
。
近
隣
の
町
立
病
院
も
単

独
で
の
病
院
の
整
備
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
像
を
大
き
く
描
い

た
上
で
広
域
連
携
に
よ
る
地

域
医
療
の
体
制
づ
く
り
が
重

要
と
考
え
る
が
。

町
　
長　

①
町
民
の
皆
さ
ん

が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
必

要
な
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
的
か
つ
一
体
的
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
と
介

議
　
員　

住
民
の
健
康
上
の

不
安
や
悩
み
に
対
し
、
適
切

に
対
応
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
医
療
活
動
が
地
域
医

療
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

①
今
後
も
続
く
人
口
減
と
高

齢
化
に
対
応
す
る
医
療
体
制

を
ど
う
模
索
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

②
栗
山
赤
十
字
病
院
は
築
35

年
を
超
え
、
改
築
に
は
数
十

億
円
を
要
す
る
と
予
想
さ
れ

地図を用いて防災対策を検討する災害図上訓練
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 町長

地域医療

広
域
連
携
に
よ
る
体
制
づ
く
り
を
検
討

 

地
域
医
療
の
体
制
づ
く
り
は

町
長

護
が
連
携
し
た
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

②
南
空
知
で
は
南
空
知
地
域

自
治
体
病
院
等
広
域
化
・
連

携
検
討
会
議
に
関
係
自
治
体

病
院
等
が
参
画
し
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。
本
町
も
当
該

検
討
会
議
の
枠
組
み
で
、
広

域
連
携
に
よ
る
地
域
医
療
体

制
づ
く
り
の
方
向
性
と
将
来

像
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

町
　
長　

本
町
の
地
域
防
災

計
画
を
見
直
し
し
、
避
難
所

や
広
域
避
難
所
、
福
祉
避
難

所
の
設
置
、
備
蓄
計
画
、
情

報
伝
達
方
法
の
検
討
、
自
主

防
災
組
織
の
推
進
、
総
合
防

災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
本
町

の
防
災
対
策
を
大
幅
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

①
～
③
の
福
祉
避
難
所
は
、

本
町
で
は
未
設
置
と
な
っ
て

お
り
、
民
間
施
設
等
と
も
協

議
し
な
が
ら
設
置
に
向
け
て

努
力
し
ま
す
。

④
の
「
避
難
所
開
設
・
運
営

講
座
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
防
災
訓
練
の
中
で
計

画
し
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
視
点
を
反

映
し
た
避
難
所
運
営
の
①
～

③
に
つ
き
ま
し
て
は
、
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

に
合
わ
せ
検
討
し
ま
す
。

栗山町



介
護
保
険

 介護保険の充実を
今後３年間の介護保険事業計画を策定

議
　
員　

第
５
期
介
護
保
険

料
は
３
年
前
の
第
４
期
に
比

べ
全
国
的
に
大
幅
な
値
上
げ

で
あ
る
。本
町
で
も
月
額
４
，

８
７
９
円
で
年
９
，
６
０
０

円
の
値
上
げ
に
な
る
。
年
金

は
削
減
さ
れ
、
負
担
は
介
護

保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
引
き
上
げ
な
ど
、
年

金
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
塗
炭

の
苦
し
み
を
与
え
る
。

　

そ
こ
で
、

①
保
険
料
値
上
げ
を
抑
え
る

た
め
に
、
道
の
財
政
安
定
化

基
金
の
総
活
用
や
介
護
給
付

費
準
備
基
金
の
フ
ル
活
用
を

行
っ
て
は
。

②
高
齢
者
介
護
福
祉
金
の
収

入
要
件
の
引
き
上
げ
を
。

③
負
担
能
力
に
よ
り
保
険
料

を
賦
課
す
る
点
か
ら
第
５
段

階
以
上
の
多
段
階
設
定
を
。

④
要
介
護
認
定
の
更
新
を
し

な
か
っ
た
人
の
理
由
の
把
握

と
介
護
状
況
の
確
認
は
。

⑤
要
介
護
認
定
者
の
障
が
い

者
控
除
認
定
書
の
発
行
に
つ

い
て
制
度
周
知
の
徹
底
を
。

⑥
低
所
得
者
の
訪
問
介
護
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用

料
の
減
免
を
。

方
に
は
ご
本
人
や
ご
家
族
に

確
認
し
て
い
ま
す
。
未
更
新

の
主
な
理
由
は
、
住
宅
改
修

や
福
祉
用
具
購
入
な
ど
の
目

的
や
長
期
入
院
中
の
方
な
ど

で
す
。

重山雅世 議員

町
　
長　

①
第
５
期
計
画
中

保
険
料
収
納
必
要
額
が
確
保

で
き
な
く
な
っ
た
際
に
は
基

金
を
取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
こ
と
か
ら
今
回

基
金
の
活
用
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

②
平
成
27
年
度
に
は
国
が
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
を
予

定
し
て
お
り
、
現
状
の
ま
ま

実
施
し
ま
す
。

③
国
が
定
め
る
基
準
に
基
づ

き
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険

料
の
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

④
介
護
認
定
者
に
は
、
有
効

期
限
の
２
カ
月
前
に
更
新
の

通
知
を
行
い
、
申
請
が
な
い
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 町長

議
　
員　

高
齢
者
は
除
排
雪

や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
に

困
難
を
き
た
し
て
い
る
が
、

①
捨
て
場
が
狭
い
公
営
住
宅

の
排
雪
の
実
施
を
。

②
高
齢
者
世
帯
等
の
間
口
除

雪
を
。

③
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
排

雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
て
は
。

町
　
長　

①
今
シ
ー
ズ
ン
の

よ
う
に
特
に
降
雪
量
が
多
く

団
地
内
の
雪
捨
て
場
の
確
保

が
難
し
い
場
合
は
現
地
を
確

除雪排雪

現
地
を
確
認
の
上
、
排
雪
を
検
討

公
営
住
宅
の
排
雪
実
施
を

町
長

議
　
員　

角
田
保
育
所
閉
所

議
決
後
の
対
応
と
、
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備

の
充
実
は
？

町
　
長　

保
護
者
の
皆
様
と

は
平
成
23
年
度
に
３
回
の
懇

談
会
を
開
催
し
意
見
交
換
を

し
て
き
ま
し
た
。
閉
所
に
よ

り
異
動
す
る
児
童
や
保
護
者

に
不
安
や
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

角
田
地
区
か
ら
継
立
保
育
所

へ
の
児
童
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
経
験
豊
か

な
保
育
士
を
配
置
し
、
臨
床

心
理
士
と
の
連
携
に
よ
り
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

認
の
上
、
排
雪
等
を
検
討
し

ま
す
。

②
③
平
成
24
年
度
か
ら
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
除
雪

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
、
屋
根
の

雪
降
ろ
し
と
排
雪
に
係
る
費

用
助
成
を
加
え
ま
す
。

⑤
毎
年
、
町
広
報
や
確
定
申

告
時
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

⑥
介
護
保
険
制
度
で
、
利
用

者
負
担
額
に
対
す
る
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度
な
ど
で

所
得
に
応
じ
た
負
担
上
限
額

が
設
け
ら
れ
、
低
所
得
者
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
３
年
間
の
介

護
保
険
事
業
計
画
案
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
質
問
も

し
ま
し
た
。

きめ細かな介護サービスが望まれる



王
子
の
森

今後の活用策を所有会社と協議
  王子の森を生かす新たな計画は

議
　
員　

王
子
製
紙
森
林
博

物
館
（
王
子
の
森
）
が
閉
鎖

さ
れ
て
２
年
経
過
し
て
い
る
。

２
０
０
ｍ
か
ら
な
る
シ
ラ
カ

バ
並
木
や
１
３
０
種
を
超
え

る
樹
木
や
植
物
が
生
き
た
標

本
と
し
て
植
栽
さ
れ
、
林
木

育
種
の
歴
史
的
な
意
義
も
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　

町
内
で
は
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里

山
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
森
、
雨

煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
な
ど
、
自
然
環

境
を
生
か
し
た
教
育
の
実
践

に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
王
子
の
森
が
加
わ
る
と

さ
ら
な
る
価
値
を
磨
き
高
め

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
王
子

の
森
を
生
か
す
新
た
な
計
画

や
展
開
は
。

置田武司 議員

町
　
長　

50
年
を
超
え
る
時

を
刻
ん
だ
王
子
の
森
は
、
地

域
の
生
か
さ
れ
る
べ
き
貴
重

な
資
源
で
あ
り
守
る
べ
き
美

し
い
環
境
で
す
。
閉
鎖
後
、

管
理
を
担
っ
て
い
る
会
社
と

緊
密
な
情
報
交
換
を
し
て
き

ま
し
た
。
会
社
で
も
貴
重
な

自
然
環
境
を
生
か
し
た
、
異

業
種
に
よ
る
有
効
活
用
策
の

検
討
を
進
め
ら
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
２
月
に
本

社
訪
問
を
し
、
今
後
の
活
用

策
の
検
討
を
重
ね
て
お
願
い

し
て
お
り
、
早
期
の
活
用
が

実
現
で
き
る
よ
う
解
決
策
に

つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
す
。
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 町長

認
の
上
、
排
雪
等
を
検
討
し

ま
す
。

②
③
平
成
24
年
度
か
ら
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
除
雪

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
、
屋
根
の

雪
降
ろ
し
と
排
雪
に
係
る
費

用
助
成
を
加
え
ま
す
。

議
　
員　

市
町
村
合
併
に
代

わ
る
行
政
効
率
化
の
手
段
と

し
て
、
国
が
提
唱
す
る
定
住

自
立
圏
構
想
が
全
国
各
地

で
具
体
的
実
践
が
行
わ
れ
て

い
る
。
道
内
で
は
８
地
域
が

協
定
を
締
結
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
に
活
路
を
見

出
し
て
い
る
。
南
空
知
の
中

核
で
あ
る
岩
見
沢
市
も
人
口

９
万
人
で
、
中
心
市
と
な
り

う
る
人
口
条
件
は
整
っ
て
い

る
も
の
の
、
昼
夜
人
口
比
率

が
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

た
め
に
、
中
心
市
の
候
補
に

な
り
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

地
域
の
現
状
や
将
来
を
見

据
え
た
中
で
、
国
、
道
に
対

す
る
要
件
緩
和
な
ど
、
こ
の

構
想
の
推
進
に
つ
い
て
現
状

と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

町
　
長　

定
住
自
立
圏
構
想

は
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
が

急
速
に
進
行
す
る
地
方
圏
に

お
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
各
地
に
形
成
し
、

地
方
圏
か
ら
都
市
圏
へ
の
人

口
流
出
を
食
い
止
め
る
と
と

も
に
、
都
市
圏
か
ら
地
方
圏

へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る

た
め
の
制
度
と
し
て
、
総
務

省
よ
り
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
中

心
市
に
は
特
別
交
付
税
措
置
、

国
庫
補
助
事
業
の
優
先
採
択
、

地
方
債
の
配
分
な
ど
多
く
の

財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
現
行
制
度
で
は
南
空
知

圏
域
に
は
中
心
市
と
な
れ
る

市
が
存
在
し
な
い
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
国
・

道
に
対
し
要
件
緩
和
を
強
く

要
望
し
ま
す
。

定住自立圏

国
や
道
に
対
し
要
件
緩
和
を
要
望

定
住
自
立
圏
構
想
の
見
通
し
は

町
長

地方から大都市への人口流出を抑制するための施策。人口 5 万人以上で昼間人口が多い
（昼夜間人口比率が 1 以上）都市が「中心市」となり、生活・経済面で関わりの深い「周
辺市町村」と協定を締結し定住自立圏を形成。中心市が策定するビジョンに沿って、地
域全体で医療・福祉・教育など生活機能の強化、交通・情報インフラの整備や地域内外
の住民の交流など人口定住に必要な生活機能の確保に取り組むことができます。

解説

定住自立圏構想

王子の森のシラカバ並木
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昨年度の主な政務調査活動について報告します。
議員個人の活動報告書は議会図書室で閲覧できます。

政務調査活動報告

　

全
国
小
さ
く
て
も
輝
く
自

治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
自
律

（
立
）
を
目
指
す
小
規
模
自

治
体
の
維
持
と
発
展
を
図
る

た
め
、
平
成
15
年
か
ら
全
国

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
の
大
合
併
が
一
段
落

し
た
今
、
小
規
模
自
治
体
は

全
国
の
半
分
近
く
を
カ
バ
ー

し
て
お
り
、
国
土
の
保
全

と
環
境
の
維
持
に
努
め
な
が

ら
、
小
さ
い
か
ら
こ
そ
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
る
。

　

会
場
と
な
っ
た
奈
義
町
は

岡
山
県
の
北
東
部
に
位
置

し
、
町
の
大
半
が
山
林
で
人

口
約
６
千
人
の
町
。
平
成
14

年
に
「
合
併
を
し
な
い
」
こ

と
を
選
択
し
た
ま
ち
で
あ

る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
冒
頭
、

主
催
者
を
代
表
し
て
長
野
県

阿
智
村
長
が
、
大
震
災
を
経

て
露
呈
し
た
平
成
の
大
合
併

の
弊
害
を
指
摘
。「
小
さ
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
こ
そ
が
人

の
命
を
守
っ
て
い
た
」
と
述

べ
、
ま
た
奈
義
町
長
が
、
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町

を
掲
げ
て
、
独
自
の
地
域
資

源
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を

報
告
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
食
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
丸
弘

美
氏
が
、「
食
か
ら
の
地
域

再
生
」
と
題
し
て
「
田
舎
力
、

地
元
力
を
高
め
る
食
文
化
」

に
つ
い
て
各
地
の
実
践
例
を

挙
げ
な
が
ら
紹
介
。「
必
ず

し
も
大
規
模
農
業
が
成
功
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
い
い
か
ら
景
観
や
特
色

に
合
っ
た
も
の
づ
く
り
を
し

て
い
る
地
域
に
は
活
気
が
生

ま
れ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
）
と
農
村
農

 岡山県奈義町  

小さいからこそできるまちづくり
 【参加者】重山雅世・置田武司

業
を
考
え
る
分
科
会
で
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
我
が
国
の
農
業
は

も
と
よ
り
、
他
分
野
へ
の
影

響
も
誠
に
大
で
あ
り
、
締
結

は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
報
告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
科
会
で
は
、
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
遅
れ
と

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
危
険

性
を
改
め
て
認
識
し
、風
力
、

太
陽
光
、
地
熱
な
ど
が
も
た

ら
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
経
済
的
、
環
境
的
に
豊

か
な
生
活
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
視
察
を
終
え
て

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
て
、
地
域
の
文
化
を
大
切

に
し
な
が
ら
「
地
元
力
」
を

高
め
て
き
た
様
々
な
小
規
模

町
村
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
農
山

漁
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
、
栗
山
町
に

置
き
換
え
、
住
民
福
祉
の
向

上
と
地
方
自
治
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

小
さ
く
て
も
輝
く
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
義
町

　

11
月
５
日
・
６
日
、
岡
山
県
奈
義
町
で
開
催
さ
れ
た

「
第
16
回
全
国
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
た
。

★

奈義町

奈義町で開催された「第 16 回全国小さくても輝く自治体フォーラム」



　　

東
北
一
の
酪

農
郷
で
あ
る
葛

巻
町
、
は
酪
農

と
林
業
を
中
心

に
町
が
発
展
し

て
き
た
。
そ
の

な
か
で
平
成
９

年
、
海
外
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
社
よ

り
風
力
発
電
建

設
の
打
診
を
受

け
て
か
ら
、
議

会
や
町
民
の
間

で
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
平
成
11

年
、
葛
巻
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
同
年
、

風
力
発
電
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
れ
か
ら
は
自
然
と
の
共

生
と
い
う
理
念
の
も
と
次
々

と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取

り
組
み
、
よ
り
大
規
模
な
風

　

人
口
５
万
４
千
人
な
の
に

村
と
い
う
滝
沢
村
は
、
人
口

が
昭
和
50
年
の
１
万
６
千
人

か
ら
40
年
間
で
約
３
倍
に
伸

び
る
な
ど
大
都
市
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
都
市

化
し
た
自
治
体
で
あ
る
。
議

員
定
数
は
20
名
で
あ
り
、
現

在
市
制
移
行
に
向
け
て
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
議
会
活
動
、
改
革

も
活
発
で
、
新
成
人
議
会
の

開
催
や
議
会
か
ら
全
戸
に
対

し
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
民
意
を

く
み
取
る
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

 岩手県葛巻町・滝沢村

クリーンエネルギーの町と人口日本一の村
 【参加者】鵜川和彦・八木橋義則・小寺　進・大平逸男・大井賢治・大西勝博・三田源幸・藤本光行

ミ
ル
ク
と
ワ
イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

葛
巻
町

盛
岡
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
人
口
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
沢
村

　

政
務
調
査
班
８
人
は
、
２
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
て

自
治
体
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
先
進
地
で
あ

る
岩
手
県
葛
巻
町
、
全
国
で
人
口
が
一
番
多
い
村
で
あ
る

滝
沢
村
を
訪
問
し
、
地
域
活
性
化
や
他
自
治
体
議
会
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
視
察
研
修
し
た
。

葛巻町エコエネルギー住宅「シュクランハウス」
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★

★
滝沢村

葛巻町

　
視
察
を
終
え
て

　

葛
巻
町
で
は
先
進
的
に
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
で
、
結
果
と
し

て
様
々
な
補
助
事
業
の
活
用

が
で
き
た
り
、
研
究
機
関
や

企
業
の
試
験
施
設
の
誘
致
に

成
功
し
、
ひ
い
て
は
観
光
、

視
察
者
が
倍
増
す
る
と
い
う

効
果
を
上
げ
町
の
活
性
化
が

な
さ
れ
た
。
自
然
や
環
境
に

優
し
い
事
業
へ
の
取
り
組
み

が
次
の
時
代
へ
は
大
切
だ
と

力
発
電
施
設
の
建
設
や
中
学

校
へ
太
陽
光
発
電
の
導
入
と
、

そ
れ
に
伴
う
環
境
教
育
の
充

実
、
家
畜
糞
尿
に
よ
る
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

感
じ
る
一
方
、
町
活
性
化
に

は
戦
略
が
大
切
で
あ
る
と
感

じ
た
。

　

滝
沢
村
議
会
と
の
交
流
で

は
議
会
改
革
や
、
自
治
基
本

条
例
制
定
に
際
し
て
の
議
会

の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
議
会

活
動
の
中
に
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
参
考
に
な
る
活
動

が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。

議員が行う政策調査研究などの活動。栗山町議会では、政務調査費
として議員一人当たり年 96,000 円が支給され、剰余金がある場合
は町に返還します。全ての領収書と収支報告書を公表しています。

解説

政務調査活動

滝沢村議会議場



充
実
し
た
教
育
環
境
の

確
保
を　
　

   

総
務
教
育

《
調
査
内
容
》

　

小
中
学
校
の
現
状
お
よ
び

栗
山
町
の
ふ
る
さ
と
教
育
並

び
に
角
田
小
学
校
、
栗
山
中

学
校
、
継
立
中
学
校
の
学
校

訪
問
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
特
色
や
問
題
点
な
ど

を
調
査
し
ま
し
た
。　

《
意
見
》

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む

中
、
本
町
に
お
い
て
も
児
童

生
徒
数
の
減
少
が
続
き
、
教

育
環
境
に
少
な
か
ら
ず
影
響

が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
が
、

本
町
独
自
の
ふ
る
さ
と
教
育

に
取
り
組
む
な
ど
教
職
員
挙

げ
て
多
種
多
様
な
教
育
活
動

を
熱
心
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
望

ま
し
い
学
校
規
模
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

同
士
の
交
流
や
社
会
性
、
人

間
性
を
育
む
機
会
の
拡
大
を

図
り
、
施
設
整
備
も
含
め
よ

り
一
層
の
充
実
し
た
教
育
環

境
の
確
保
に
努
め
ら
れ
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。

地
元
業
者
へ
の
工
事
発
注

に
配
慮
を        

産
業
福
祉

《
調
査
内
容
》

　

平
成
23
年
度
中
に
行
わ
れ

た
建
設
工
事
に
つ
い
て
現
地

調
査
を
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。

《
意
見
》

　

建
設
事
業
は
概
ね
良
好
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公

共
事
業
は
今
後
と
も
縮
減
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設

工
事
の
発
注
に
あ
た
っ
て
は

優
先
的
に
地
元
業
者
な
ど
へ

の
配
慮
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
季
間
の
施
工
は

非
効
率
と
考
え
ら
れ
る
た
め

早
期
の
発
注
を
求
め
ま
す
。

ご
み
分
別
に
一
層
の

周
知
徹
底
を   

産
業
福
祉

《
調
査
内
容
》

　

栗
山
町
の
ご
み
処
理
体
系

の
現
状
お
よ
び
昨
年
４
月
に

稼
働
し
た
炭
化
処
理
施
設
の

状
況
、
ま
た
、
分
別
の
徹
底

と
再
資
源
化
に
よ
る
ご
み
の

減
量
化
お
よ
び
最
終
処
分
場

の
延
命
化
に
つ
い
て
、
現
地

調
査
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

《
意
見
》

　

ご
み
の
分
別
に
あ
た
っ
て

は
、
引
き
続
き
説
明
会
を
数

多
く
か
つ
丁
寧
に
開
催
し
、

よ
り
一
層
の
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

堆
肥
保
管
庫
に
つ
い
て
は

エ
コ
ソ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の

効
率
的
な
作
業
動
線
を
確
保

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

水
道
水
や
下
水
道
汚
泥
に

つ
い
て
は
、
放
射
能
測
定
を

行
い
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
ご
み
処
理
の
副

産
物
で
あ
る
栗
肥
土
や
炭
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
放
射
能

測
定
を
実
施
す
る
な
ど
、
安

全
安
心
な
製
品
と
し
て
提
供

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

空
き
住
宅
の
早
期
入
居

対
応
を   　
　

産
業
福
祉

《
調
査
内
容
》

　

公
営
住
宅
の
入
居
状
況
や

入
居
基
準
、
使
用
料
や
収
納

状
況
を
調
査
し
、
建
設
中
の

松
栄
団
地
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
か

ら
現
地
建
て
替
え
を
行
っ
て

い
る
松
栄
団
地
は
、
平
成
25

年
度
で
工
事
完
了
す
る
見
込

み
で
す
。

　

ま
た
、
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
も
調
査
を

行
い
、
年
次
計
画
に
よ
り
公

営
住
宅
の
修
繕
お
よ
び
建
て

替
え
、
廃
止
に
つ
い
て
計
画

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

《
意
見
》

　

公
営
住
宅
の
建
設
や
修
繕

に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
は
入
居
者

の
声
を
聞
き
、
実
態
を
把
握

の
上
、
次
回
の
設
計
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
住
宅
の
入
居

に
つ
い
て
、
早
期
に
対
応
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

常任委員会レポート
平成 23 年度に実施した各常任委員会での
所管事務調査の結果を報告します。

堆肥保管庫の視察継立中学校の授業風景 栗山中学校の授業風景

資
源

炭
に

生
ご
み
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議 会
 

速報 ・議会報告会終わる

ご参加いただきありがとうございました。

　平成 17 年より始めた議会報告会は、今年で８年目を迎
えました。今年は３月 26 日から５日間にわたって全議員
が３班に分かれ町内 12 カ所へ出向き、227 人の皆さんの
参加をいただきました。１年間議会で決定したこと、地
域医療の問題、町税等の未収金など、地域の皆さんが関
心の高いものを優先して説明し、たくさんのご意見をい
ただきました。
　皆さんから寄せられたご意見・ご要望のうち、行政に
対するものは後日、町長へ文書をもって回答を要請しま
す。なお、これらの報告会の内容をまとめた記事は、次
号の８月１日号に掲載する予定です。

議会運営に提言

議会モニター会議

　3月 9日、栗山町議会モニターと全議員によるモニター
会議を行いました。モニターの方からは、改めて議会モ
ニターの役割やモニター会議の公開、会議の設定時期な
どについて、厳しいご意見をいただきました。
　議会モニターは、議会運営等に関し町民からの要望や
提言を議会に届けていただき、円滑かつ民主的な運営を
推進するためにモニターを委嘱しています。
　今後も貴重なご意見をいただきますようお願いします。

平成23年度政務調査費収支報告

議員氏名 交 付 額
支出内訳

合　計 返納額
調査研究費 研修費 資料購入費 広報費 事務費

八木橋義則 96,000 82,619 7,920 90,539 5,461

友 成 克 司 88,000 14,365 76,000 90,365

大 井 賢 治 88,000 78,514 38,200 116,714

三 田 源 幸 88,000 78,514 3,000 68,100 149,614

小 寺  　 進 96,000 78,514 56,130 134,644

大 西 勝 博 88,000 78,514 9,600 88,114

大 平 逸 男 96,000 78,514 11,000 30,070 119,584

山 本 修 司 96,000 38,910 433,650 472,560

藤 本 光 行 88,000 78,514 16,860 95,374

楢 崎 忠 彦 96,000 59,640 52,320 111,960

置 田 武 司 96,000 78,500 17,520 96,020

重 山 雅 世 96,000 88,500 24,500 2,640 115,640

鵜 川 和 彦 96,000 78,514 93,880 172,394

【単位：円】
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議会の予定

くりやま議会だより　№ 131　

　　　　月 26 日から５日間にわたり議会報告会を開催しました。今
　　　　年は 12 会場で 227 人の参加をいただきました。ありがと
うございました。また、町内会長さん、自治会長さんには参加の呼
びかけや会場の準備など、ご協力をいただき感謝申し上げます。
　今回の報告会でも、町民の皆さんから多くのご質問・ご意見をい
ただきました。内容によりましては、その場で回答させていただい
た件、町に回答を求める件、また議会や町への要望などがありまし
たが、それらのご意見等は適切に対応させていただきます。
　私は、この議会報告会は議員として初めての経験であり、大変勉
強になりました。普段、話す機会が少ない方々と直接向き合えたこ
とによって、またひとつ成長できたと思います。
　町議会では昨年９月に広報広聴特別委員会を立ち上げ、これから
は町民皆さんの声に耳を傾ける広聴活動にも力を入れていきます。
　また今後の議会報告会のありかたについても検討していきますの
で、次回の報告会にも多くの皆さんのご参加を『お待ちしています。』

（三田）

「活気のある栗山町を」
      嶋　定二さん（杵臼）

　私は杵臼で農業を営んでいます。20歳で結婚して今日まで、好き

なことを職業にできたことに感謝しています。

　稲作を中心とした農家ですが、年１回の収穫、良かった年、悪かっ

た年、それぞれに一喜一憂しています。農家を取り巻く環境は依然

として不透明なままであり、少しでも明るい兆しが望まれるところ

ですが、また変なアルファベット３文字が私たちを悩ませています。

もっと安心して農業がしたいですね。

　去年から、議会モニターをさせていただいてます。何度か傍聴に

行きましたが、議員さんの質問が少ないように感じます。もっと活

発に議論を交わして、より良い政策を導き出し、活気のある栗山町

になってほしいですね。

　さて、いよいよ雪が解け、土が顔を出し、いつも通り私の１年が

始まります。「今年はどんな１年になるのかな」なんて考えると、結

構楽しいものです。自然相手の仕事です。苦労も多いですが、いつ

も何か大きな感動があったり、大きな発見があったり、この歳になっ

てもいつも楽しませてもらいながら仕事をしています。

　今年も、自然界の皆さんと仲良くさせてもらいながら、38回目の

米づくりを楽しみたいと思います。

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

 5 月  8 日（火）

　22 日（火）
29 日（火）

6 月  5 日（火）

19 日（火）

一般会議（くりやまの自治
基本条例をつくる会）
第３回臨時会
全国町村議会議長会
正副議長研修会（東京）
北海道町村議会議長会
定期総会
第４回定例会

　　　　    議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴は
議会に行こう！

６月定例会の開会日

月　　 日～19６

栗山町議会のホームページをリニューアル！ 栗山町議会 検索

2012 年 5 月１日発行

編集後記

vsbs

「３

議会広報広聴特別委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男

～
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